
八 田 憲 児   錦織在住
はったけんじ

幹事長

「安心できる市民の暮らし」と「夢
ある県都大津」をつくるため、
今までに培った貴重な経験を活
かし、正しい道徳心、倫理観、
価値観を持ち、地域に根ざした
活動に専念します。

伴　 孝  昭   中央在住
ばんたかあき

政調会長

前年度の市議会議長経験を活か
し、今年度も子育て支援・高齢
者福祉はもとより、市民の皆様
が住んでよかったと思っていただ
ける将来を見越したまちづくりに
取り組んでまいりますので、よろ
しくお願い申し上げます。

幸 光 正 嗣   一里山在住
こうみつまさつぐ

　　　
この度、３期目の挑戦に当たりご
支援をいただきました皆様に、
心から感謝を申し上げます。初
心を忘れず、これからも身近な
議員として取り組んでまいります
ので、引き続きのご指導ご鞭撻
を賜りますようお願いいたします。

細 川 俊 行   日吉台在住
ほそかわとしゆき

副幹事長

市議二期目の挑戦がスタート。
支持をいただいた皆様に感謝を
申し上げます。皆様のご意見を
市政に反映させるべく、スピー
ド感をもって取り組みます。まず
は教育の充実を。森林整備、地
元道路河川整備、市民センター
の充実などなど前進させたい。

笠 谷 洋 佑   真野在住
かさたにようすけ

副幹事長

おかげ様をもちまして２期目の当
選をさせていただきました。１期
目４年間の経験と知見を活かし、
より市民の声が届く市政となる
よう、議会改革・行財政改革を
徹底し推進してまいります！

細 川 力 男   本堅田在住
ほそかわりきお

事務局長

「生まれ育った郷土に恩返しをし
たい！」市内の均衡ある発展、
持続可能なまちづくりのため、
大津市役所勤務３１年間で得た
行政経験をパワーに、様々な課
題が市民の皆様にとって満足い
くものとなるよう “力いっぱい”
頑張る覚悟です。

井  元 　潔   山上町在住
いもときよし

副政調会長

この度、おかげさまで初当選さ
せて頂き、ありがとうございます。
今までの職歴、衆議院議員の地
元秘書や平和堂のお惣菜コー
ナーの責任者としての経験を活
かし、これからも暮らしの現場
を支え、とことんまじめに取り組
みます。

桒 野 靖 七  今堅田在住
くわのやすかず

幹事

皆様の声を真摯に受け止め「い
つも【今】を大切に」をモットー
に、誇り高き大津市が元気で楽
しい笑顔あふれる街づくりを目
指します。地域のインフラ整備、
スポーツ施設の整備や充実を重
視し、健康促進と地域交流の絆
を深める取り組みに努めます。
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～会派発足２期目の始動～ 市民が主役のまちづくり

公職選挙法により、議員による時候の挨拶状・ 寄付行為などは禁止されています。ご理解のほどよろしくお願い申し上げます。

一、会員は、党派の枠を超えた政策で
　　結集し、開かれた議会改革と市民
　　のためになる行財政改革の推進に
　　努める。

二、会員は、自立した議員として認め
　　合い、専門性を活かした自由な調
　　査・研究・議論行い、相互の資質
　　を高め政策形成を進める。

三、会員は、市民目線に立ち執行部と
　　の十分な議論を尽くして政策の実
　　現を図るために協働する。

会派理念

議会だより
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parliamentary report

田 中 康 博   伊香立在住
たなかやすひろ

広報委員長

サラリーマン人生から一念発起
して、議員という立場での活動
が始まりました。これからは地
域の課題解決、地域の発展に向
け、皆様の代弁者として誠心誠
意努めて参る所存です。今後と
もご指導ご鞭撻のほどよろしくお
願い申し上げます。



　昨年度は大津市議会議長を拝命し、みな

さまには大変お世話になりましたこと、心

より感謝申し上げます。また、在任期間中

は全国市議会議長会の理事を務めさせてい

ただき、全国市議会議長会より感謝状をい

ただきました。

私たち新和会に皆さまの
お声をお寄せください。

ホームページからのご意見、
お問い合わせもお待ちいたします。

新和会
ホームページ

YouTube
チャンネル

JR湖西線の活性化、利便性向上に向けた本市の取組みについて

強風等の対策は、ＪＲ西日本から、防風柵等を設置する
ことにより負荷される風荷重などへの対応が課題である
と伺っており、引き続き協議を重ねてゆく。

またバリアフリー整備は、バリアフリー法に基づく「移動等円滑
化の促進に関する基本方針」において、「高架駅等の高所に設置
された鉄軌道駅」については、乗客の利便性と安全性の観点から、
乗降客数にかかわらず、優先的な整備対象として追加されるよう、
県と連携して国に対して要望を重ねてゆく。

強風等による遅延や運休について、また本市北部４駅でのバリアフリー未整
備の、本市から JRへの要望状況について。

井  元    潔 Kiyoshi Imoto
施設常任委員　公共施設対策特別委員会

予算にかかる情報発信のあり方について

特定の施策についてあらかじめ目標値を設定することは
困難であるが、今後の施策推進のためにも予算総額を把
握する必要があると考えており、当該予算について令和

６年度当初予算よりお示しができるよう、今後取りまとめに向け
検討してまいる。

本市では、子ども子育て施策を最重要課題として推進しているが、現在の予
算指標ではその総額や予算に占める割合が分からない。前年度との比較や一
定の目標を定めるためにも、また市民がより理解できるよう、子ども子育て

施策にかかる予算総額を把握し、発信する必要があると考えるが、
見解を伺う。

笠 谷 洋 佑 Yousuke Kasatani
公共施設対策特別委員会委員長　教育厚生常任委員

小中学校における適切な健康診断 /信号機のない横断歩道の安全確保について

①代表校医会で脱衣に伴う検査における協議がなされ、
プライバシーに配慮した正確な検診や上半身裸で検診を
行わないよう留意点を示めした。健康診断の現状を踏ま

え実施方法など今後も工夫を重ねてまいる。
②地域団体との協力体制の強化、ドライバー・歩行者双方への遵
法意識の啓発、注意喚起等を始めとする他市町の取り組み事例に
ついても調査する。

幸 光 正 嗣 Masatsugu Koumitsu
議会運営委員会委員長　総務常任委員

森林環境譲与税を利用した森林整備について

今年度当初の基金の積立状況は、7,300 万円。まずは、
意向調査及び境界明確化事業の取組を始めているが、所
有者の特定が困難なこと、また、境界が不明確な森林が

多いことなどが課題である。また、今年度から市独自に、林業新
規就業者支援給付金と林業労働力定着支援事業補助金を用意し人
材の育成・確保を図っている。さらに、多くの森林所有者が課題
を抱えており、地元地域との協議が不可欠と考え、必要に応じて
対応していく。

令和６年度からは森林環境譲与税の財源となる森林環境税の課税が始まるな
か、森林整備の取り組み状況と課題、地元との協議について伺う。

①教育現場における健康診断は児童生徒のプライバシーに配慮した、時代に
見合った適切な健診が必要と考えるが本市の方針を伺う。
②信号機のない横断歩道は車両の一時停止が義務付けられているが、滋賀県

では 33.3％の停止と全国平均より低いのが現状であり、安全確
保に向けた本市の見解を伺う。

細 川 俊 行 Toshiyuki Hosokawa
総務常任委員会委員長　議会運営委員

市内中小企業・小規模企業振興に向けた取り組みついて

若者の採用が難しい中、早い段階から市内中小企業の魅
力に触れ、就職意識を高めることが重要であり、キャリ
ア教育推進に向けた関係機関等との連携を進める。また、

高齢者雇用や就業は企業が成長していく上で、企業活動を維持し
ていく上で、大切な視点であり、就労意欲のある高齢者に寄り添っ
た就労支援を行う。

市内中小企業・小規模企業振興に向けた取組として、昨年度実施された事業
者ヒアリングで課題として多かった「人材の確保・育成」に対する支援につ
いて伺う。

細 川 力 男 Rikio Hosokawa
教育厚生常任委員会副委員長　DX・デジタル化推進対策特別委員

狩猟免許新規取得、　ハンター育成への取り組みについて

実際に有害鳥獣捕獲活動をされている人数は、令和４年
度が１０１人、令和５年度が１０３人であり、毎年度、
数人程度に新たに有害鳥獣捕獲活動従事を許可している。

次に、今後の人材育成について、狩猟免許取得希望者への講習会
受講経費の補助や、更新講習時に必要な実技試験を免除する証明
書の交付、更には猟銃の適正管理及び事故防止等の安全講習会の
開催などを実施している。

鳥獣害対策にあたり、狩猟免許新規取得者の数、実際にハンター活動されて
いる人数の推移及び今後のハンター育成について伺う。

田 中 康 博 Yasuhiro Tanaka
総務常任委員　DX・デジタル化推進対策特別委員

桒 野 靖 七
スポーツ環境の整備と指導の充実について

企業の資金や、ノウハウを活用する PFI 方式により施設
を整備した実績があり、建設や運営にあたり知見を蓄積
している。既存の施設についても今後検討したい。

大学が持つ資源を活かした取り組みを実施しており、スポーツの
楽しみ方や技量の向上などの指導を受けられる機会を提供し、今
後もスポーツ指導の充実に努めていく。

子どもから高齢者、障害のある方も安全に使える利便性の高いスポーツ環境
整備について、企業との連携による施設運営、大学との連携によるスポーツ
専門指導の充実をより積極的に推進していくべきと考えるが見解を伺う。

Yasukazu Kuwano
生活産業常任委員　DX・デジタル化推進対策特別委員

■ ■ 大津市認定こども園条例について ■ ■
来年の令和６年４月から公立幼保連携型認定こども園がスタートします。公立幼保
連携型認定こども園とは教育・保育を一体的に行う施設で、幼稚園と保育所の両方
の良さを併せ持っている単一の施設です。その第１号が大津市立比叡平こども園と
なりますが、それは、比叡平幼稚園とひえい平保育園が一つの施設を供用して使用
し、幼稚園児及び保育所児の合同活動を行っている大津市独自の幼保一体化施設で
ある「やまのこひろば」を幼保連携型の認定こども園に移行するというものです。

公立幼保連携型認定こども園になると
〇受け入れ可能な児童  ・3歳から 5歳（1号認定こども：就労用件なし）
　    ・0 歳から 5歳（2.3 号認定こども：就労用件あり）
〇給食の提供  ・自園調理（すべての子どもに給食を提供）
〇長期休業期間中の保育 ・1号認定こども なし　・2.3 号認定こども あり
 　　　　 （ただし、特別一時預かり事業として保育の必要がある子どもはあり）

伴  孝 昭 元議長に感謝状

伴　 孝  昭


